実習課題19

～画像の手作業によるディジタル化～

年
組
番氏名





目標：（この課題でできるようにしたい情報機器の操作目標を書きなさい。）

	写真等の画像を手作業でディジタル化し、画像のデジタル化の仕組みについて理解しよう。あわせて、簡単なデータ圧縮の仕組みについて理解しよう。また、ディジタル化された画像の利点や欠点についても考えてみよう。


はじめに

1. アメリカでは西暦2000年にディジタルカメラの売上高は、銀塩カメラの売上高を抜いた。日本でもディジタルカメラを所有する家庭が増えている。新聞で使われている写真もディジタルカメラで撮影されたものである。なぜディジタルカメラが普及してきたのか、考えてみよう。

2. 画像はどのようにディジタル化されているか、スキャナーで写真を取り組む仕組みについて調べてみよう。

3. お絵かきロジックを自分で作成してデータの圧縮のしくみについて理解しよう。

実習方法

1. 生徒手帳を用意し、自分の証明写真に、半透明のグラフ用紙を重ねる。

2. １ｍｍ四方のます目の濃さをモノクロの４段階（０～３）の数値で表現する。

3. ０、１、２、３の数値を表計算ソフトに入力し、数字に対応した濃さの色を表示させる。

作業ファイル：
handscan.xls
4. このまま表示する場合、１０２４（＝３２×３２）の点それぞれに濃度の情報があるので、１０２４個の濃度の数値データが必要である。もっと少ないデータ数で表される方法を考案しなさい。

5. その方法データを伝達した場合、グループ内の他の生徒が同じ図を再現できるか試しなさい。
報告書の作成
～各自次の項目について報告書を作成すること～

1. ディジタル化された画像の便利な点を上げなさい。

	


2. 画像を印刷し、提出しなさい。
	


3. ＦＡＸが文字や画像を送信するしくみについて調べなさい。
	


4. 実習の５について、うまくいきましたか。うまくいかなかった場合はその原因を書きなさい。
	


確認テスト
問題

次の各問いについて簡単に答えよ。

(1) デジタル化した画像情報は、濃淡の調節がしやすい。なぜか答えなさい。
	


(2) デジタル化した画像情報は、圧縮が可能である。そのしくみを説明しなさい。
	


問題

WEBに使用できる主な画像形式としてGIF・JPEG・PNGの３つがあるが、次にあげた特徴はどの画像形式についてのものか。ＧＩＦ・ＪＰＧ・ＰＮＧで答えなさい。

1 最大8ビット（256色）までの色を扱うことのできる圧縮画像形式。〔ＧＩＦ〕

2 24ビット（1670万色）まで扱うことができる。〔ＪＰＧ〕

3 理論上最大で280兆色まで扱うことができる。〔ＰＮＧ〕

4 イラストなど、平坦な画像に向いている。〔ＧＩＦ〕

5 多くの色数を必要とする写真などの表現に向いている。〔ＪＰＧ〕

6 スケッチなどの多くの色数を必要とする画像には不向き。〔ＧＩＦ〕

7 グラデーションのように色調が連続して変化する画像に適している。〔ＪＰＧ〕

8 同じ色が連続する箇所を、数値に置き換えることで圧縮している。〔ＧＩＦ〕

9 色調変化の部分のデータを捨てることでファイル容量を小さくしている。〔ＪＰＧ〕

10 可逆圧縮形式を採用している〔ＰＮＧ〕

11 画像に使われている色のうちの1色を指定して透明にすることができる。〔ＧＩＦ〕

12 パラパラマンガの要領で表示させることでアニメーションにできる。〔ＧＩＦ〕

13 特許に関する問題を抱えている。〔ＧＩＦ〕

14 複数の透過色を指定できる。〔ＰＮＧ〕

15 ライセンス・フリーである。〔ＰＮＧ〕

自己評価シート
あてはまるものにチェックを入れなさい。（自分が何について理解し、できるようになったかを振り返るものです。正直に答えること）

	標本化とはどんなことか説明できた。
	

	量子化とはどんなことか説明できた。
	

	ＡＤ変換とは何か、説明できた。
	

	証明写真をグラフ用紙上に４段階の数値で表現することができた。
	

	写し取った４段階の数値を表計算ソフトに入力することができた。
	

	表計算ソフト上で、画像を表示させることができた。
	

	画像を印刷することができた。
	

	画像データを圧縮する方法を考案することができた。
	

	画像データを圧縮することができた。
	

	圧縮されたデータを他の人が再現することができた。
	

	スキャナーで画像を読み取る機械的仕組みについて調べることができた。
	

	GIF、JPEG等の画像情報の圧縮の仕組みについて調べることができた。
	


評価
	評価の観点
	評価規準
	評価の方法
	得点

	関心･意欲･態度
	作業を時間内に完了し、画像を印刷し提出することができる
	提出物から
	

	
	画像情報の圧縮のしくみについて調べ、発表することができる。
	
	

	思考･判断
	実際の写真により近づけるためには何を工夫し考えたらよいか提案できる。
	
	

	
	画像情報の圧縮のしくみについて理解し、画像情報の圧縮が必要な場面について考えることができる。
	
	

	技能･表現
	標本化について理解し、より細かい画像表現を工夫することができる。
	
	

	
	量子化について理解し、階調数を変化させた場合の効果を考えることができる。
	
	

	知識･理解
	手作業によるディジタル化の実習を通して、ＡＤ変換について理解できる。
	
	

	
	標本化する画素数と画像の品質との関係および、データ量の大きさとの関係を理解できる。
	
	











